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ボル ト円筒部をボル ト孔径 より大に して特殊の キザ ヾをつけた打込式高カボル トを,東 北本線荒川

橋梁の トラス床組更新工事で,縦 桁上横構収付に,部 採用するに当つて行つたおル トの打込み作業件

締付力,継 手耐 力1 / rついての試験結果である。 この ボル トはボル ト円筒部 と子Lとの余裕 をな くし,あ

る程度の締付力 を与えることにようて継手性能 を改 善することを目的 と し, S Vθ“リベ ン トの代用 と し

●       で 用いられた。ボシレト材・‐■S/, 0 ,ψ2'を¢23に引抜き,頭 都熱問成形後キザさ及_びネジを転造したも

ので,引抜材の強度(」IS“号T・P・)はら=タタKF / J "は測定不能),伸び/夕%,荼 ルト頭め硬さHRB , 3 ,先

端H  R B 7 2 ,切断 した軸部中心 H R Bおである

継手母材はすべてS Sクである。
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′ 打 込み試験             ・ 図- 2甕 ヽ み試 験 り才J

ボル ト孔径 と打込みの難易,ボ ル ト孔 くい違い量と打込みの難易

打込み後の ボル ト皮び孔の変形状況 などを調べ るため,図 ―/に示す

要領で打込み試験 を行 なつた。 試験 片は巾/ω,長さ`θθ,厚さ/ 7を2

枚重ね と2′ヤ0である。 孔は ピツチタθで ′列1 / Cあけ,両 端 の孔は くい

違い θ,他 は順次θ2 , aク,α5 , 0 ` , a ` , /θ屁“くい違わせた。 外径2“.赤

のボル トに対 し孔径2 ,夕の場合は,孔 くい違いが θで もナ ン トがか

か るまでの打撃数は/θ回を こえ ,そ の後の締付 トルク もθOκ′Ⅲをこえ

た。孔径 を2ギ ( ;秒と した場合には作業桂 もよくなり実用的である と

判断 され ,以 後の試験及び実際の施工には径2 3 `の 孔 とした。図- 2

にナ ツ トがか ゝるまで(′詢“)の打撃数 ,そ の後 ナ ン トをまわ してね じ

込ん で行 き頭が板に接す るまでの トルク的 じ込み量 ,如 ごとに■l l走)

を示 した。示 した値は 2回 の実験 値である。写真―ノにボル トキザ ヾ

の変'そ,孔 捩充の程度,孔 にで きた キズの状況等の例 を示す 。
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図-2甕 ヽ み試 験 り才J攣 軟 ぁょグ ねじ返 みトルク(乳棒お翁

孔のズレθ“  孔 のズレ′θ“

板 ′7“+′'“
写真= /  ホ 'ル

ト打込後の状態
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